
＜ 冬の生きもの観察 動物の冬ごし＞

１/22、牛久二小４年生との冬の生きもの観察。前号では速報でナナホシテントウの紹 介をしまし
そくほう しょうかい

たが、今回は、その他に見つけてくれた動物たちについてお話しましょう。

まずは、カマキリの卵のう。カマキリの仲間は卵で冬を越しますが、その卵は、卵のうというア

ワを固めたようなへやのなかに入っています。オオカマキリの場合は、一つの卵のうのなかに 200～

300個の卵が入っているそうです。空気がたくさんふくまれていて断熱効果があり、外からのショッ
だんねつこうか

クにも強いようです。そんなへやの中で、卵は春までねむっているのですね。

左はおなじみのヨコヅナ

サシガメ。何度も登場して

いるので、もう覚えてくれた
おぼ

でしょう。グロテスクな姿の

よう虫がかたまっているので

初めての人はギョッとします

が、じつはサクラなどの葉を

食べる害 虫をたいじしてくれ
がいちゅう

るカメムシの仲間なのです。
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コカマキリ(左上)，ハラビロカマキリ(左下)，

オオカマキリ(右)の卵のう。

サクラの幹で集団で冬ごしして

いたヨコヅナサシガメの幼虫。



次は鳥です。公園ではヒヨドリがうるさく鳴い

ていました。おおぜいでおしかけたためか、パッ

と逃げてしまいましたが。そのかげで、木の枝の

中でキジバトがじっとかくれていました。草の

観察をした休 耕 田の近くでは、高い枝にカワラ
きゅうこうでん

ヒワが群れてとまり、こちらのようすをうかが

っているようでした。草のタネを食べようと、私

たちがどくのを待っていたのかもしれません。

かわった冬ごしをするものとしては、シロダ

モの葉の虫こぶがありました。じつは、このボ

コボコした葉のこぶの中には、１匹ずつシロ

ダモタマバエのよう虫が入っているのです。

その他、冬だけではありませんが、クスノキ

の葉のもとの太い 脈 の分かれ目には小さなす
みゃく

き間があり、ここにダニが住んでいることが

あります。

最後にアブラゼミの

抜けがら。けっこうきれ
ぬ

いな状 態で、いくつか
じょうたい

残っていました。冬は

活動している動物はわず
かつどう

かですが、眠ったりじっ
ねむ

としながら冬をやり過ご

すものはたくさんいるの

ですね。
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高い木の枝に群れでとまっていたカワラヒワ(左)と

公園の木の枝にとまっていたキジバト(右)。

シロダモの葉にできた虫こぶ。その一粒の中には、

１匹のシロダモタマバエのよう虫が入っている。

クスノキの葉のうら、太い脈の分かれ目には小さな

へやがあり、ダニが住んでいることが多い。 まだ残っていた、アブラゼミの抜けがら。


